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B Q 片#1バヴ^^^のご案巧 


携帯電話か5もパソコンからも 

http://pm.Jp 


ノ（ーコード読み取り機能び搭載された携帯電話をお持ちのでは、 
このコ^ドを読み込むだけでサイトへアクセスでさます。 

ユーザー營録の受付"1 

本製品をご購入された方のユーザー登録^ 2 をお願いいたします。 
詳しくは rhttp://pivi.jpj をご覧ください。 

ユーヴー登録の受付は、携帯電話からのケータイヴイトのみでの登録 
になります。 

9最新の巧応機種の確認 

本製品が対応している携帯電話の機種や、赤外線通信可能な主な機器 
をご確認いただけます。 

パソコンでは、各機種ごとの赤外線通信可能な最大画像サイズちご確 
認いただけます。 

《携帯電話の機種によって赤外線送信可能なサイズび異なるため、大さな 
サイズの画像を送信でさない場合びあります。 

Pivi についての情報満載 

円 Vi の便利な活用法や円 Vi に関するタイムリーなニュースを掲載。ケー 
タイサイトでは、 Pivi をより楽しくお使いいただくためのコンテンツ 
びダウン□ー ドでさるなど、楽しいサービスびいっぱいです。 


《2個人情報の取り扱いについて 

お客様の登録情報は、今後の商品-サービスの開発および改良のために統計目的 
で使用いたします。これじ(外の目的では使用いたしません。 

登録時にご同意いただいたお客様に巧しては、アンケートおよび商品-サービス 
のご案内を差し上げる場合びございます。 
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主な特長 


モパイルプリンター [ MP - 30 0 J は、デジタルカメラやカメラ付を携帯電 
話の撮影画像をどこでを簡単にプリントアウトでをる、持ち運びに便利なコ 
ンパクトサイズのプリンターです。 

1.デジタルカメラやカメラ付を携帯電話か6、どこでを簡単にプリン 
トアウトびでをまず 

デジタルカメラやカメラ付き携帯電話の画像データを、パソコンを経由せずダイレク 
卜で簡単にプリントアウトすることびできます。 

•i 手帳サイズなのでどこへでち気軽に持ち運びびでさます 
• 円 ctBridge 対応（一28ぺージ） 

PictBrid 邑 e 対応のデジタルカメラやカメラ付き携帯電話から USB ケーブルでダイレ 
クトに接続して、プ U ントアウトしたい画像データを送信することびできます。 

高速ホが線通信に対応（^24ぺージ） 

高速ホが線通信規格 （ IrSimple / F 旧）に対応している*^デジタルカメラやカメラ付き携帯電 
話から、プ1」ントアウトしたい画像データをダイレクトに素早く送信することびできます。 
※従来の赤外線通信規格 ( IrDA ) にち対応しています。 

>ル型一次電池使用で充電不要（一18ページ） 

一次電池 ( CR -2 2本）使用で約100枚のプ U ントび楽しめます（ホが線通信の場合)。 

更に別売 「 AC ノのーアダプター AC - 已 VX 」 をお買い求めいただくと、 AC 電源を使用 
することびでさます(一19ページ)。 

2志にプリントを楽しく、美しく 

焼き増しプリントびできます（一36ぺージ） 

REPRINT ボタンを押すだけで、最後にプ U ントアウトした画像データを何枚でち焼 
さ増しすることびでさます。 

日付入りプリントができます（一39ぺージ） 

デジタルカメラやカメラ付さ携帯電話で撮影した日付をプ U ント画面に入れることびでをます。 

>よりシャープな画像に強調できますい38ぺージ） 

SHARPEN ボタンを巧すだけで、よりクッキ U としたプ U ントを楽しむことびでをます。 

当社独自の超高画質デジタル画像処理ソフトウエア 「Image 
Intelligence™」 搭載 

「Image Intelli 邑 ence ™」 は「撮影および被写体条件を自動的に解析し、用途•媒体に 
あった最適画像を表現する」超高画質デジタル画像ソフトウエア技術です。 Pivi には 
「プ U ントに合った最適画像を表現する」技術び搭載されています。 

Pivi 専用フイルム r フジフイルム instax digital film」 を使用 

Pivi のために開発された専用フイルムを使用するので、高画質プ U ントび楽しめます。 
カードサイズで保存にち便利です。 3 




















Pivi サイトのご案内 . 2 

まな特長 . 3 

クイックスタート . 6 

•赤外線通信/ PictBridge 

はじめに . 8 

•プ U ンターの目的/同捆しているもの 

IrSimple™ について . 9 

ま全にご使用いただくために . 10 

取扱上のお願い . 13 

•プ1」ンターの取り扱い/ USB 通信の取り扱い/ AC パワーアダプターの取り扱い 
/フイルム-プ1」ントの取り扱い 

フイルムや出来上びったプリントについて . 16 

•プ I 」ントの仕上びり/を意 

あ 5 かじめご了承ください . 17 


I 準備 I 

使用ずるもの . 18 

•使用する電池/使用するフイルム 

便利に楽しくお使いいただくために . 19 

•別売 AC パワーアダプター 

各部の名称 . 20 

プリントの準備 . 21 

• 電池を入れます/フイルムノ f ックを入れます/フイルムパック確認窓 


r プ U ントしよラ1 

プリントしよう〜ホが$泉通信〜 . 24 

• 赤外線送信準備/プ U ント/携帯電話で画像を送信するには/ 

携帯電話の赤外線ポート位置例/画像サイズと通信時間の目安 

プリントしよう〜 PictBrid 呂 e 〜 . 28 

• USB 送信準備/プリント/カメラ側で 2 枚け上指定した場合は/ 

PictBrid 邑 e プ U ント指定対応表/画像サイズと通信時間の目ち 


プリントについてのお知5せとごを意 . 33 

•受信巧能な画像サイズ-画像形式/プ U ントの例外 

フイルムび終ねつた5 . 34 

•指定枚数プリントの途中でフイルムび終わったら 


いろいろなプリン 


もう一枚プリント . 36 

•記憶している画像の消去 

ソヤープンモート . 〇8 

日付モード . 39 


• 赤外線通信、もう一枚プ U ントのとき/ PictBrid 旨 e のとき/日付のプ U ント位置 


エラーにごいて 


エラーについて〜 ERROR ランプ〜 . 41 

•点灯（7秒間^電源0ドド）/点滅 （3 回） 

エラーについて〜 LOW BATTER 丫ランプ〜 . 42 

• 点灯/点滅 


このようなときは . 43 

•プ1」ンターびこのようなときは…/赤外線通信中このようなときは…/ 

USB 通信中このようなときは…/出来上びったプ U ントびこのようなときは… 

用語の解説 . 49 

まな仕様 . 已〇 

アフターサービスについて . 53 

問い合わせ先 . 已目 

製品保証規定 . 58 

保証書 





二) 

い 

て 


5 











































クイックスタート〜ホか線通信〜 


i 電池を入れる 

(一 2] ページ） 



01 10 

3電源を ON にずる 



2 フィルムパックを入れる 

(一22ページ） 


プリンター内部の 



4画像を送信する 

(一 24 ページ） 


20cm 



POWER ボタン遅い点滅 


5送り出しび終わった 5 フィル 
ムを取り出ず （一 25 ぺージ） 



POWER ボタン点灯 


クイック乂夕ート〜 PictBndge 〜 

i 電池を入れる 么フィルムパックを入れる 


(一21ぺージ） （一22ぺージ) 



3 プリンターとデジタルカメラ 4 電源を ON にずる 

を接続ずる* (一 28 ぺージ） 




※接続前にデジタルカメラの US 目設定を円 ct 目 rid 邑 e にしてください。 


5 デジタルカメラか5画像を送 6 送り出しび終わった!3フィル 

信する （一 29 ぺージ） ムを取り出ず （一 2 已ぺージ） 



POWER ボタン点口 
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はじめに 


このたびは、弊社製品をお買い上げいただきありがとラございます。 
この説明書には、フジフイルム 「MOBILE PRINTER MP - 300」の使 
い方がまとめられています。 

内容をよくご理解の上、正しくご使用ください。 


I プリンターの目的_ J 

このプリンターは、円 ct 目 rid 旨 e 機能搭載および赤外線通信可能なカメラ付き 
携帯電話やデジタルカメラなどで撮影した静止画像を、インスタントフィル 
ムにプ U ントするちのです。 


1同徊してぃるもの 


1，リチウム電池 
CR 2 2本 

(一1 日ページ） 





2,使用説明書-保証書（本書） 3,プリンター本体 


(' PiiJi ) r ご;ご 3 品 


な .Q I 画 •. 卿 I 




• IrSimple ™ や IrSimpleShot ™、 IrSS ™ は Infrared Data Association ® の商標 
です。 


• ^Intelligence \ 「 Ima 邑 S Intslli 呂 SnCS ™」 は富±写真フイルム（株）の商標です。 
•その他、社名や団体名、商品名などは、曰本および海がにおける各社の商標ま 
たは登録商標です。なお、本文中では、 ™ や©マークは明記していない場合び 
あります。 


IrSimple ™ について 


■ IrSimpleTM とは 

ホ外線技術の標準化団体である IrDA ® (Infrared Data Association ®) 
により、200己年 8 月に国際標準規格として規格化された、高速デー 
夕転送を可能にする高速赤外線通信プロトコルです。 

物理的インターフェース （ S 旧/ FIR ) は既存の IrDA と同一で、下の 
2種類の通信方式があります。 

• 片方向通信 ( Uni - Directional ) 

送信機 （ 1次局）側からのみ片方向でデータを送信する通信方式です。通信 
中の不具合は訂正でさません。 

• 双方向通信 （ Bi - Directional ) 

送信機 （1 次局）側から送信されるデータに対して、受信機に次局）側び 
その受信結果の返答や再送要求などを行ラ双方向の通信方式です。通信中 
の不具合を訂正でさます。 

■ IrSimpleShotTM(irSSTM ) とは 

IrSimple 片方向通信 （ Uni - Directional ) に適用される呼称です。 

■ MP- 300 の IrSimpleTM 巧応 

MP - 300は、 IrSimpleShot 通信および双方向通信 （ Bi - Directional ) の両 
通信方式に対応しています。 

■ MP-300 の IrSimpleTM での制限事頃 

• 受信機 （2 次局）としてのみ動作します。 

• 高速赤外線通信機能 （ F 旧）を搭載している送信機からのみ 、 IrSimpleShot 
通信びできます （ S 旧での IrSimpleShot 通信には対応していません)。 

■•高速赤外線通信機能ののを搭載している送信機からの F 旧での 
IrSimpleShot 通信では、1 M 目までのデータを受信する事びできます 
(1 M 目を超えるデータは受信でさません)。 

ただし、上記条件を満たしている送信機でち、送信条件（送信パケットヴ 
イズなど）によっては、受信でさない場合をあります。 

■ IrSimpleTM の通信速度 

• 27ページの「画像サイズと通信時間の目安」をご覧ください。 Q 



























まをにご使用いただ < ために 


♦本製品および付属品は、プリント外の目的に使用しないでください。 
♦製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読 
みの上、正しくご使用ください。 

♦ この説明書はお読みになった後で、いつでち見られるところに必ず 
保管してください。 



この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死 
t または重傷を負ラ可能性び想定される内容を示して 
います。 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷 
害を負ラ可能性び想定される内容、および物的損害の 
みの発生び想定される内容を示しています。 


A 


プリンター（電池）び熱くなる、煙び出る、焦げ臭 
いなどの異常を感じたときは、ただちに電池を取り 
出し 、 AC パワーアダプターを巧いてください。 

発火ややけどの原因となります。（電池を取り出す際や AC パ 
ワーアダプターを抜く際、やけどには十分ごを意ください)。 


瓜 


プリンターを水中に落としたり、内部に水または金 
属や異物などび入ったときは、ただちに電池や AC 
アダプターをがし、電源プラグを抜いてください。 

発熱-発乂の原因となります。 


A 


弓 I 乂性の高いガスび巧満している場所や、ガソリン’ 
ベンジン.シンナーなどの近くでプリンターを使用 
しないで < ださい。 

爆発や発火-やけどの原因となります。 


A 


プリンターは乳幼児の手の届かないところに置い 
て < ださい。 



A 



A 


A 


ホが線ポートを目に向けないでください。 

目に影響を与える原因となります。 


* 電池の分解、加熱、乂中への投入、巧電、ショート 
は絶対にしないでください。 

破裂の原因となります。 


指定似がの電池を使わないでください。 

発熱-発火の原因となります。 


霞也は乳幼児の手の届かないところに置いてくださし、。 

乳幼児び誤って飲み込む原因となります。万一飲み込んだ 
場合には、ただちに医師の診察を受けてください。 


. 指定の専用 AC ノ \:ワーアダプターがは使わないで 

A ください。 

発熱-発火の原因となります。 



/ON 絶対に分解しないでください。 

けびの原因となることびあります。 

A 

落下などにより内部び露出したときは、絶対に触れ 

/|\ ないで < ださい。 

ま 

けびの原因となることびあります。 


フィルムパックドア内側の突起物には触れないで 

意 

/|\ ください。 


■ けびの原因となることびあります。 


A プリンターをめれた手で诞15ないでください。 


感電の原因となることびあります。 









































ま全にご使用いただくために 


A 

新しい電池とちい電池、違ラ種類の電池を混ぜて使 
yv 用しないで < ださい。 

/!\ また、電池の任)©を誤って装てんしないでください。電池 
の破裂-液われにより、発火やけび-周囲を巧損する原因 
となることびあります。 

意 

旅行などで長期間、プリンターをご使用にな5ない 
A ときは、電池や AC パワーアダプターをがし、電源 

/®\ プラグを抜いてください。 

火災の原因となることびあります。 

AC パワーアタ’プアターを接続したままプリンター 
A を移動しないでください。 

電源コードび傷つさ、火災-感電の原因となることびあり 
ます。 
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取扱上のお願い 


■プリンターの取り扱い 

1 . プ U ンターは精密機械ですから、水にめらしたり、落としたりして 
ショックを与えないでください。また、砂の掛かりやすいところには 
置かないでください。 

2. 長期間お使いにならないとさは、電池を取り出して、湿気、熱、ほこ 
りの影響の少ないところにイ呆管してください。 

3. ミちれをふさ取るのにシンナー、アルコールなどの溶剤は使用しないで 
<ださい。 

4. フィルム室にミちれやほこりびあると、プ U ントの仕上びりに影響しま 
す。フィルム室にミちれやほこりびつかないよラにごミち意ください。 

日.閉めさった自動車の中や、高温の場所、湿気のある場所、海岸などに 
長時間放置しないでください。 

6. ナフタ U ンなど防虫剤のガスは、プ U ンターにもフィルムにも有害で 
すから、たんすなどへの収納は避けてください。 

7. このプ U ンターはマイク□コンピューターによって制御されているた 
め、ごくまれにプ U ンターび誤作動する場合びあります。このよラな 
とさは、電池をいったん取り出し、再度入れ直してください。 

8. このプ U ンターの使用温度範囲は+曰でから+40でです。 

9. 不要になった電池を一般のゴ三と一緒に捨てないでください。発乂や 
環境破壊の原因となることびあります。 

10. 航空機内や病院の中でのプ U ンターのご使用はおやめください。航空 
機や病院の制御装置などの誤作動の原因となることびあります。 

11 . ラジオやテレビの受信障害となっている場合は、本機をラジオやテレ 
ビから離してください。 

12. 赤外線通信でプ U ントする際は、ご使用になる送信側の機器の使用説 
明書をお読みの上、使用環境条件などを守って正しくお使いください。 

13. プ U ントされる場合は、著作権、肖像権、プライバシーなどの他人の 
権利を侵害したり、公序良俗に反したりしないよラに十分ご配慮くだ 
さい。他人の権利を侵害する行為、公序良俗に反する行為や迷惑行為 
は、法令による処罰の対象や損害賠償請求の対象となります。 
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AC パワーアダプターをご使用になる場合は、必ず専用のフジフイ 
ルム AC パワーアダプター AC - 己 VX ( J 曰 TA 規格-極性統一形プラ 
グ付さ）をお買い求めください。 

弊社専用品!;(外の AC パワーアダプターをお使いになるとプリン 
ターび故障する原因となることびあります。 


室内専用です。 

プ U ンターの DC 入力端テへ、接続コードのプラグをしっかり差し込 
んで < ださい。 

プ U ンターの DC 入力端子から接続コードを抜さ差しするとさは、プ 
U ンターの電源を切って、プラグを持って行ってください（コードを 
引っ張らないでください)。 

AC パワーアダプターは、指定の機器！;(外には使用しないでください。 
使用中、 AC パワーアダプターび熱くなるとさびありますび故障では 
ありません。 

分解したりしないでください。危険です。 

高温多湿のところでは使用しないでください。 

落としたり、強いショックを与えないでください。 

内部で発振音びすることびありますび、異常ではありません。 

ラジオの近くで使用すると、雑音び入る場合びありますので、離して 
お使いください。 


取扱上のお願い 


■USB 通信の取り扱い 

1. デジタルカメラ-カメラ付さ携帯電話の機種専用 USB ケーブルを使用 
して < ださい。 

2. US 巨ケーブルは、長さ 3 ml 义^のものをご使用ください。 

■AC パワーアダプターの取り扱い 


式 


4己 


. . . .C 
6 7 8 9 1 
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■ フイルム • プリントの取り扱い 

1 . フィルムは、涼しい乾燥した場所にイ呆管してください。特に閉めさっ 
た自動車の中などの極端に高温の場所に長時間放置しないでくださ 
い。 

2. プ U ンターに入れたフイルムは、でさるだけ早くプ U ントしてくださ 
し、。 

3. フィルムを極端に温度の低い場所や高い場所に置いてしまった場合 
は、通常の温度になじんでからプ U ントしてください。 

4. フィルムは有効期限内にお使いください。 

己.空港の預け入れ荷物検査などでの強い X 線照射を避けてください。未 
使用のフィルムにカブ U などの影響び出る場合びあります。手荷物と 
しての機内持ち込みをおすすめします（詳しくは各空港でご確認くだ 
さい)。 

6. プ U ントは強い光を避け、涼しく乾燥した場所に保存してください。 


外から入った異物やフィルムからちれた液によってプ U ンター内 
部び';ちれた場合、プ IJ ントにスジび発生した場合は、富±フイル 
ムサービスステーションにご相談ください。（一已7ページ） 
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フイルムや出来上がつたプリントについて 


■プリントの仕上がり 

• + 己でから+40むの温度でご使用できますび、よりよい画像を得るためには 
+1已むから+30むの範囲でのご使用をおすすめいたします。 

•気温び低い場合は、すぐに上着のゆったりしたポケットの中などで約30秒間温 
めて < ださい。 

•極端に熱いところに置かないでください（熱い砂やコンク U —卜の上、ストーブ 
の近 < など)。 



振5ない 巧げない 巧5ない 巧さえない 

•送り出された直後のプリントは、画像び安定するまで直射曰光を避けてくださ 
し、また、プ U ントを振る、曲げる、折る、巧さえる、こするなどしないでく 
ださい。 


■圈ミち意 

このフイルムの内部には、黒色の腐食性（高アルカリ性）の液び含まれ 
ていまず。プリント後、約10分間でアルカリ性は弱まりまずび、プリ 
ントやフイルムを扱うときは、巧のことを守ってください。 



□に入れない 切5ない 引さはがさない 穴を開けない 


(特に乳幼児やぺットには 
ごミ主意ください） 

万一、この液び皮膚やを服などについたときは、速やかに水で充分洗ってください。 
また、目や□に入った場合はただちに多量の水で充分洗った後、医師の診察を受 
けて < ださい。 


I お5かじめご了承<ださい _ 

1 . 本機は、送信側の機器で撮影された静止画像データをプ U ントするこ 
とを基本に作られています（メディアや通信を使って送信側の機器間 
でやりとりされた静止画像については、プ U ントでさない場合びあり 
ます)。 

また、ダウン□ー ドしたコンテンツや画像データなどは、セキュ U 
ティー設定のためにプ U ントでさない場合びあります。 

2. アドレス帳やスケジュールなど、画像し:!外のデータはプ U ントでさま 
せん。 

3. 送信側の機種によっては、赤外線送信に制限びあるため、大さなサイ 
ズの画像を送信でさない場合びあります。 

4. 送信側の機種によっては、記録画素数と赤外線送信でさる画素数び異 
なります。 

5. 送信側の機種によっては、ルさな画像サイズに変換されて送信される 
場合びあります。 

6. 送信側の機種によっては、メモ U —カードからの赤外線送信はでさな 
い場合びあります。 

7. 画像サイズによっては、プ U ントの仕上びり（シャープネス、粗さなど） 
やプ U ント時間に影響します。 

8. ファイルサイズや送信側の機種などにより、通信に時間びかかる場合 
びあります。 

9. 送信側の機種や撮影条件により、プ U ントの仕上びり（色味、画質など） 
に影響します。 

10. プ U ントの仕上びりは、送信側の液晶画面の見え方と異なる場合びあ 
ります。 

11. 送信側の機種によっては、画面での画像方向とプ U ントした時の画像 
方向び異なる場合びあります。 

12. プ □ トコル（通信規約）や画像形式などの違いにより通信でさない機器 
ちあ0ます。 

13. Progressive JPEG には対応していません。 
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I ほ用するをの 


穗使用ずる電池 



リチウム電池 

フジフイルムリチウム CR 2 2本 


垂2本とわ、新しい同じ銘柄•種類のわのを使用してく 
ださい。 

• 新しい電池で、ホが線通信のみ使用時は約100枚※- 
USB 通信のみ使用時には約70枚*のプ U ントびでさ 
ます（当社試験条件による）。 

《 画像サイズ（ファイル容量）や使用温度その他により、 
プ I 」ントでさる枚数は異なります。 


■使用するフイルム 1 



フジフイルム instax digital 
film ( Pivi き用フィルム）をご使用 
<ださい。 

垂他のフィルムや instax mini film 
(チェキ用フイルム）はご使用になれ 
ません。 

♦フイルムパックには] 0枚のフイルム 
び収納されています。 
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I 便利に楽しくおほいいただくために 


I別売 AC パワーアダプター 



4,200円（税込み) 

まい方 I 



(一 I 4ぺージ） 準 

AC パワーアダプター AC -5 VX 備 

( AC ] 00〜240 V 、已 0/60 HZ 対応） 

• デジタルカメラから US 目通信する場 
合におすすめします。 
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各部の名觀 




プ U ント出 □ 


プリントの準備 




2 電池を入れます 

電池は©©の方向を電池室内の表示に 
合わせて入れます。 

マイナス （©) 方向か5差し込んでくだ 
さい。 
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プリントの準備 


<フィルムバックを入れます〕 



1 フィルムパックドアを 
開けまず 

ボタン①を巧しなが5、ノブ②を矢印 



2 フイルムパックを入れまず 

フイルムパックの側面を持ち、まつす 
ぐ落とし込むよラに入れます。 



3 フィルムパックドアを 

閉めまず 

カチッと音びするまで巧してください。 


POWER ボタン点灯 



4電源を ON にします 

POWER ボタンを長押し（約1秒間）します。 

• フィルムパックを入れて最初に電源 
を入れたとさは、モーターび動いて 
プ U ンター内部でプ U ントの準備を 
します。準備中わ赤外線通信するこ 
とびでさます。 

♦ POWER ボタンび点灯し、フィルム 
カウンターに "10" び点なしたら、 
プ U ント準備完了です。 



P ♦フイルムパックの取り巧いについて ♦ - 

フイルムは光やほこりに敏感です。フイルムパックの中のフイルムに光 
が当たると、感光して正しいプリントびできなくなります。また、フイ 
ルムパックの中やプリンターの中にほこりび入ると、フイルムに傷がつ 
いて正しいプリントがでさなくなります。な下のことを守って正しくお 
使いください。 


♦光にご注意ください 



•フイルムパックを入れるとさは、直射曰光を避け 
て行ってください。 

• 使用前のフイルムパックは背面2力所の長方形の 
巧を絶対に押さないでください。 

•フイルムパックドアを途中で閉めるのを止めた 
り、完全に閉まる前に開け閉めすると、フィルム 
び感光する恐れびあります。 


垂ほこりにご注意ください 



•フイルムパックを入れるとさは、ほこりび多い場 
所を避けて行って<ださい。 

•フイルムパックはプ U ンターに入れる直前に袋か 
ら取り出し、すぐにプ U ンターへ入れてください。 
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I プリントしよラ〜ホ巧線通信〜 

I '赤外線送信準備 




送信側でプリントずる画像を 
選択しまず 

(一2日ページ） 


i 電源を ON にします 

POWER ボタンを長巧し（約1砂間）し 
ます。 

• POWER ボタンび点灯します。 
♦電源を入れたまま放置すると、自動 
的に電源び切れます（電池のみ使用 
時は約3分後 、 AC パワーアダプター 
使用時は約] 0分後)。 


フイルムカウンターでフイルムが残つ 
ていることを確認します。 


20cm 



2 ホが線ポ—卜を合わせまず 

送信側の赤外線ポートをプリンターの 
ホ外線ポートの正面に向けます。 （-♦• 
27ページ） 

• 画像送受信範囲は、上下左ち各1巳° 
で20 cml ソ内です。 


2 赤外線ポートを合わせるときのご注意 

• 送信側の機器とプ U ンターの間には何も置かないでください。 

• 直射曰光の当たる場所や堂光打の直下では、正しく通信でさない場合びあります。 
•テレビやビデオの U モコンなど他の赤外線通信機器やノイズを発生する機器の 
近くでは、正しく通信でさない場合びあります。 

• 画像の通信び終わるまで、送信側の赤外線ポートをプ U ンターの赤外線ポートに 
24 向けたままにして動かさないで<ださい。 



POWER ボタン速い点滅 


3 送信側か5画像を赤外線で 
送ります 


• 画像の通信中は POWER ボタンび遅 
い点滅を繰り返します。 

• 携帯電話の赤外線送信方法は、2目 
ページをご覽ください。 


受信後約20秒でフィルムび 
送り出されまず 

♦プ1」ント中は、 POWER ボタンび速 
い点滅を繰り返します。 

• 画像書さ込み時間は、ホが線受信後 
VGA サイズ（当社標準画像の場合） 
で約20秒です。 

♦ VGA サイズ上では、20秒必上か 
かる場合びあります。 



4送り出しが終わった5 
^フイルムを取り出します 

POWER ボタンが点灯に変わった5、 
フイルムを取り出します。 

• POWER ボタンび点打に変わると、 
次の画像を送信することびでさます。 


デジタルカメラと接続 （ PictBridge ランプび点打）しているときは、 
ホが線通信によるプリントはできません。赤外線通信でプリントずると 
きは、 USB ケーブルを巧いてください。 


4 フィルムを取り出すときのご注意 

• フィルム送り出しび終了するまでは、絶対にフィルムを弓怯抜かないでください。 
• フィルムの先端を持って、フィルムを曲げないようにまっすぐ取り出してくだ 
さい。 

• フィルムは必ず]枚ごとに取り出してください。 


































































L プリントしよう〜ホが線通信〜 

携帯電話で画像を送信ずるには 



1 携帯電話で画像を選択します 

• 画像を大さく表示すると送信でさな 
い機種わあります。その場合は、一 
覧表示やサムネイル表示へ戻ってか 
ら赤外線送信を選択してください。 


2 赤外線送信を選択します 


3 送信確認(はい/ YES ) で 
送信を開始します 


※携帯電話の画面は一例です。 


• 携帯電話の「赤外線ポート位置」「操作ち法」「画面表示名称」などは、機種によつ 
て異なります。お手持ちの携帯電話の使用説明書をご覧ください。 

• 携帯電話からの画像送信方法については、お手持ちの携帯電話の使用説明書を 
ご覽ください。また、携帯電話による画像送信の操作方法などに関するご質問 
26 は「円サポートセンター(一已6ページ)」へお問い合わせください。 


I 携帯電話の赤外線ポート位置例 



I 画像サイズと通信時間の目安 

本製品は、 IrDA の高速通信 （IrSimple / F 旧）に対応しています。対応機器か5 
送信すると通信速度が速くなり、通信時間が短くなります。 



高速赤外線 （ IrSimple / F 旧） 

赤外線 
(IrDA / SIR ) 

片方向通信 

双方向通信 

VGA (640 X 480) 

約 0.3 砂 

約 0.3 秒 

約 19 秒 

1 M (1280 X 960) 

約 1.3 砂 

約]. 4 秒 

約 1 分 1 已秒 

3 M (2048 XI 536) 

約]. 7 秒 

約]. 8 秒 

約]分 40 秒 

曰 M に曰92 XI 944) 

- (《） 

約 4.7 秒 

約 2 分 40 秒 


《通常の画像では] M 目のファイルサイズを超えるため、プ U ントでさません。 

• 時間は目安であり、送信機 （1 次局）側の能力により変わります。 

• 通信時間は、ファイルサイズや送信側の機種によっても異なります。 

• ファイルサイズの大さな画像を送信した場合は、通信時間び長くなることび 
あります。 

广 ♦おすすめの送信画像サイズ ♦ - 

データ通信時間と画質のバランスか5、 VGA サイズ （640 X 480) での撮影 
をおすすめします。 

♦送信側の機種によっては、 VGA サイズでの撮影や赤外線送信びできない場 
合びあります。 


• 送信側（デジタルカメラやパソコン- PDA など）の赤外線ポート位置や画像送 
信方法については、送信側の機器の使用説明書をご覧ください。 
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I プリントしよう〜 PictBrid 居 e 〜 

i USB 送信準備 


デジタルカメラの USB 設定を 
PictBrid 呂 e にします 

♦デジタルカメラの操作ち法は、機種 
によって異なります。 


m ： m. ■ 

口* 

■ : NTSC 
因：実行 I 



プリンターとデジタルカメラを 
つなぎます 

♦正しく接続されると、円 ct 目 rid 邑 e ラ 
ンプび点打します。 

• デジタルカメラに付属している USB 
ケーブルをご使用ください。延長ケー 
ブルや USB ノ V ブは使用でさません。 

• US 目端テの位置は、デジタルカメラ 
によって異なります。 


デジタルカメラの機種によっては、ここでデジタルカメラの電源を 
OFF にしまず。送信方法は機種によって異なりまずので、お手持ちの 
デジタルカメラの使用説明書をご確認ください。 



i 電源を ON にします 

POWER ボタンを長巧し（約1砂間）し 
ます。 

• POWER ボタンび点灯します。 
♦電源を入れたまま放置すると、自動 
的に電源び OFF になります（電池の 
み使用時は約3分後、 AC パワーアダ 
プター使用時は約10分後)。 


フイルムカウンターでフイルムが残つ 
ていることを確認します。 


デジタルカメラの機種によっては、ここでデジタルカメラの電源を ON 
にしまず。お手持ちのデジタルカメラの使用説明書をご確認ください。 




POWER ボタン速い点滅 


2 デジタルカメラ側で 
プリントを実行します 


• 画像の通信中は POWER ボタンび遅 
い点滅を繰り返します。 

• 画像の送信ち法などデジタルカメラ 
の操作方法は、デジタルカメラの使 
用説明書をご覧ください。 

♦複数枚プ U ント指定した場合は、 3] 
ページをご覧ください。 


受信後約20秒でフィルムび 
送り出されまず 



李 


♦プ U ント中は、 POWER ボタンび速 
い点滅を繰り返します。 

• 画像書さ込み時間は、画像データ受 
信後 VGA サイズ（当社標準画像の場 
合）で約20秒です。 

♦ VGA サイズけ上では、20秒必上か 
かる場合びあります。 


円 ctBrid 有 e ランプ点灯 



3 送り出しが終わった5 

フイルムを取り出します 

POWER ボタンが点灯に変わった5、 
フイルムを取り出します。 

• POWER ボタンび点灯に変わると、 
次の画像を送信することびでさます。 
• "フイルムを取り出すとさのごま意" 
をご確認ください。（一2已ページ） 


なのページへつづく 11 





























































































プリントしよう〜 PictBridg 白〜 




4 デジタルカメラの電源を OFF 
にしてか5、 USB ケーブルを 
抜きます 


b プリンターの電源を OFF にし 
ます 

• AC パワーアダプターをお使いの場合 
は、プ U ンターの電源を OFF にして 
からアダプターを抜さます。 


广 ♦おすすめ ♦ - 

USB 通信でプリントされる場合は、電源に AC パワーアダプター（別 
売 AC パワーアダプター AC -5 VX ) を使用ずることをおずずめしまず。 
(一19ぺージ） 


• プ U ントび終了するまで、 US 目ケーブルや AC パワーアダプターを抜さ差しし 
たり、電源を OFF にしないでください。 

• デジタルカメラの USB 端テ位置や画像送信ち法-操作方法は、機種によって 
異なります。お手持ちのカメラの使用説明書をご覽ください。 


Iカメラ側で2枚似上指定した場合は 


2枚な上指定した場合は、1枚目のプリントび終了後、フィルムを取 
り出してか5^ソ下の操作を行ってください。 



1 POWER ボタンび点口し、 
PictBridge ランプび点滅し 
ていることを確認します 

2 REPRINT ボタンを押します 

• 円 ct 目 rid 邑 e ランプび点滅していると 
さは、 REPRINT ボタンを巧すと次 
の予約画像をプ U ントします。 



POWER ボタン点灯 


3 送り出しが終わった5フィル 
ムを取り出します 

• 指定枚数の途中でフィルムび0枚に 
なった場合は、「指定枚数プ U ントの 
途中でフィルムび終わったら」をご 
覧ください。（一3已ページ） 


[ずべてのプリントび終了ずるまで、 f 〜 3 を繰り返しまず。 


errorD 

W BATT.Q 



指定した枚数すべてをプリントし 
終わると、 PictBrid 邑 e ランプが 
点灯に変わります 


• すべてのプ U ントび終了するまで、 USB ケーブルや AC パワーアダプターを 
抜き差ししたり、デジタルカメラの電源を OFF にしないでください。 



























































プリントしよう〜円 ctBridg 白〜 


I PictBrid 旨 e プリント指定対応表 


対応ずるプリント指定 

補足 

複数画像の指定枚数プ U 
ント 

選択した画像の中に処理でさない画像びあった場合 
には、その時点でプ U ントび終了します。途中から 
のプ1」ント再開はでさません。 

曰付、ファイル名プリン 
卜 

12文字しソ内の英数字と記号に対応しています。 

DP 0 F で指定した画像の 
自動プ U ント 

指定した枚数を最後までプ U ントし終わる前に 
US 目ケーブルを抜いた場合には、その時点でプ U 
ントび終了します。途中からのプ U ント再開はでき 
ません。 

卜 U 三ング指定した画像 
のプ U ント 

指定された画像範囲をプ1」ントします。 

インデックスプ1」ント 

] 枚のフィルムに4コマずつプ U ントしていきます。 
なお、指定した画像の中に非対応画像や壊れた画像び 
含まれている場合には、正しくプ U ントできません。 

レイアウトプ U ント 

] コマ、2コマ、4コマに対応しています。 

なお、指定した画像の中に非対応画像や壊れた画像 
び含まれている場合には、正しくプ1」ントでさませ 
Aj 。 

- ■プリントは 
切らないで 

<ださい。 


• デジタルカメラの機種によって、搭載しているプ U ント指定機能の種類は異な 
ります。 

j 画像サイズと通信時間の目 g ~ 1胃^^；^^こ^^5巨通信時 


♦通信時間は、ファイルサイ 
ズや送信側の機種によって 
わ異なります。 

• ファイルサイズの大さな画 
像を送信した場合は、通信 
時間び長くなることびあり 
ます。 


主な画像サイズ（ピクセル） 

USB 通信時間 

VGA (640 X 480) 

約7秒 

1 M (1280 x 960) 

約13秒 

3 M (2048 x ] 已 36) 

約23秒 

已 M (2 已 92 X 1944) 

約32秒 


I プリントについてのおな 1 S せとごを意 


i 受信可能な画像ヴイズ-画像形式 


画像サイズ 

形式 

60 X60〜6400 X6400 (ピクセル） 

」 PE 白 


#ファイルサイズの大さい画像を送信したとさは、プ U ント開始までに時間び 
かかる場合びあります。 


1ブりントの例死 


画像サイズにより、プリントにを白が出る場合があります。 


] 20 x 120 の場合 



画像の縦横比により、画像の一部がプリントされない場合があります。 



李 


288 x 3 已2の場合 



广♦プリント中の注意 ♦ 



途中で引っ張る！ 振る！ 衝撃！ 



ふさぐ！ 


•送り出し途中のプ U ントには、絶対に触らないでください。 

• プ U ント中は本機を振ったり、衝撃や振動を与えないでください。 

• プ U ント出□を指や物でみさびないでください。 

• プ1」ント出□から] 0 cm じ(内には障害物びないようにしてください。 
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フイルムが終わった s 



1 フィルムカウンターが" 0" に 
なつていることを確認します 


フイルムがなくなると、 POWER ボタ 
ンが消灯し、フイルムカウンターに" 0" 
が表示されます。 


• 新しい画像を送る、または POWER 
ボタンや REPRINT ボタンを巧すた 
びに、フィルムカウンターび点滅（已 
回）してフィルムびなくなつたこと 
をお知らせします。 

2 フィルムパックを 
取り出します 


♦フイルムパック交換時のごま意 ♦ 



未使用のフイルムパ 
ツクは、未使用確認 
窓び"■-マークま 
で閉じています。 



使用済みフィルムパ 
ックは、未使用確認 
窓び"▲- マーク ま 
で開いています。 


♦途中交換はできません。フィルムが残っている状態では、絶対にフィ 
ルムパックドアを開けないでください。 

• フィルムび感光する恐れびあります。 

• フィルムパックを取り出した場合、フィルムカウンターび U セットされ、 
正しいプ1」ント可能枚数び表示されません。 

#使用済みのフィルムパックを誤って入れないよう、ご注意ください。 

• フィルム交換時には、必ずフィルムパックの未使用確認窓をご確認くだ 
さい。 

•誤って使用済みフィルムパックを入れた場合でわ、プ U ンターは通常の 
動作をしますび、プ U ントは出てさません。 


I 指定枚数プリントの途中でフイルムび終わった5 




i フィルムカウンターび" 0" に 
なつていることを確認します 

指定枚数プリントの途中でフィルム 
がなくなると、 POWER ボタンと 
Piet 巨 rid 旨 e ランプが速い点滅を繰り返 
し、フイルムカウンターに" 0" が表示 
されます。 


2 新しいフイルムパックに 
交換しまず 

(一22ぺージ） 



• 電源は ON のままにしてください。 


3 指定枚数プリントを 

再開しまず 

POWER ボタンと Piet 巨 rid 旨 e ランプが 
点灯したら、 REPRINT ボタンを巧しま 
す。 


• 指定枚数プ I 」ントの途中でフイルム交換するとさは、電源 ON のままで行って 
ください。途中でプ U ンターの電源び OFF になるとデジタルカメラ側のプリン 
卜設定び解除されます。 



































































をう一巧プリント 



REPRINT ボタンを}甲ずだけで、最をにプリント 
した画像を何枚でちプ IJ ントでをます。 

• 電源を切ってわ、最後にプ U ントした画像を記憶して 
います。 

• 新しい画像を受信すると、記憶している画像は書さ換 
わります。 

•「 USB 通信」では使用でさません。 



1 電源び ON になっていることを 
確認します 

♦電源び OFF になっているとさは、電 
源を ON にしてください。 



2 REPRINT ボタンを押します 

• 記憶している画像びないときは、 
ERROR ランプび点滅 （3 回）します。 
(一41ページ） 



送り出しが終わった5 
フイルムを取り出します 


• デジタルカメラと接続 （ Piet 目 rid 吕 e ランプび点灯）しているときは、もう一枚 
プリント機能は使用できません。 US 目ケーブルを抜いて、円 ctBrid 邑 e ランプ 
を消なさせてからご使用ください。 

• 本機能を使って多数枚続けてプ U ントすると、色はび少し変わる場合びあります。 


I記憶している画像の消去 



電源 OFF のが態で、 REPRINT ボタン 
を巧しなび6電源を入れて < ださい。 
記憶している画像び消去されまず。 



1 電源び OFF になっていることを 
確認します 

♦電源び ON になっているとさは、電 
源を OFF にしてください。 

• 電源 OFF のときにはすベてのランプ 
び消灯しています。 


ERROR 日 REPRINT 

Low BATT.G 



2 REPRINT ボタンを巧しなび5 
POWER ボタンを巧します 



POWER ボタンが点口し、 
ERROR ランプが1回点滅した5、 
消去完了です。 









































シヤープンモード 




よ0クッキ IJ とプ IJ ントしまず。 

♦「赤外線通信」、 rusB 通信」、「もう一枚プリント」 
で使用でさます。 



1 電源を ON にしまず 

• POWER ボタンび点灯します。 

• US 目通信のときは、 PictBridge 
ランプわ点打します。 



2 SHARPEN ボタンを押します 

• SHARPEN ランプび点口します。 

• SHARPEN ボタンを巧すたびに、 
シャープンモードび ON/OFF します。 

• SHARPEN ランプび点打していると 
さだけシャープン処理します。 

3 画像を送信しまず 

もう一枚プリントのときは 、 REPRINT 
ボタンを巧します。 

♦画像を受信すると、シャープン処理 
を開始します（約] 0秒間)。 




点な 


4送り出しが終わった5 
フイルムを取り出します 

• 電源を OFF にすると、シャープンモー 
ドは解除されます。 


• 送信した画像によっては、適切な効果び出ない場合びあります。 
(例)プ U ントびざらついて見える。人工的に見える。 


曰付モード 




曰付を入れてプリントしまず。 

• 「赤外線通信」、「わう一枚プ U ント」で使用でさます。 


餐ホ外線通信、ちミー极ブ D ントのとを] 



1 電源を ON にします 

• POWER ボタンび点打します。 



2 DATE ボタンを押します 

• DATE ランプび点灯します。 

• DATE ボタンを巧すたびに、曰付モー 
ドび ON/OFF します。 

• DATE ランプび点灯しているとさだ 
け日付をプ U ントします。 


3 画像を送信しまず 




_ もう一枚プリントのときは 、 REPRINT 

づ (( 

いぃぃ題 

顧 ボタンを巧します。 



4 送り出しが終わった5フィル 
ムを取り出します 

• 電源を OFF にすると、曰付モードは 
解除されます。 


POWER ボタン点灯 
































































































日付モード 


1 PictBrid 呂 e のとき 1 

デジタルカメラ側で設定しまず。 

• デジタルカメラの設定ち法は、お手持ちのカメラの使用説明書をご覧ください。 



r - ♦曰付情報のない画像を送信したとまは ♦ 



曰付モードに設定して、"曰付情報を持 
たない画像"や" EXIF しソ外の曰付情報を持 
つ画像"を送信した場合には、 ERROR ラ 
ンプ （3 回）と DATE ランプ （7 回）び同時 
に点滅し、プ U ントび出てさません。 

曰付モードの設定を解除してからちラー 
度送信するか、または、違ラ画像を送信 
してください。 


• プ U ントされる曰付は、送信されたデータに含まれている曰付です。 

• 画像を加工した場合（撮影後にフレームを合成するなど）は、画像の曰付記録び 
書さ換わる場合びあります。 

• 曰付モードは EXIF 形式に対応しています。 

♦背景によっては、プリントされた曰付び見えにくくなる場合びあります。曰付 
の色は変更でさません。 

• 携帯電話側で加えられた曰付情報は、適切にプ U ントされないことびあります。 


エラーについて 〜 ERROR ランプ 


I 点な口秒 PS — 電源 OFF) 



、皆 

ERROR □: 

/'、、 

:1点の 1 

1/ 

( DJ：：o 

煩 




使用温度び低ずざる、または高ずざまず 

+已むから+40たの範囲内で使用してください。 

「♦ ERROR ランプび点なしたときは♦つ 

じ(下のようにすると、使用できるようになります。 
《使用温度び低すざる場合》 

本体を10分間くらい体温などで温めてください。 
《使用温度び高すざる場合》 

本体を涼しい場所に持っていって<ださい。 


原因1.送信したデータびプリンターに 
対応していません 

画像サイズまたは画像形式を確認してください。 
(一9 . 33ぺージ） 

♦ Progressive JPEG を送信した場合は、 
POWER ボタンも点滅することびあります。 

原因 2. "もう一枚プリント"に必要な 
記憶画像びありません 

画像を送信して<ださい。 


曰付モードエラー 

r 日付情報のない画像を送信したとさは」をご覧 
ください。（一40ページ） 


PictBrid 呂 e 通信エラー 


rus 巨通信中このようなときは」をご賣ください。 
(一4目ぺージ） 

















































































































t エラ—について〜 LOW BATTERY ランプ〜 

j 点口 



電池容量びもうすぐ不足しまず 

新しい電池を準備してください。 （一 18 ページ) 


原因1.電池容量び不足していまず 

新しい電池に交換してください。（一 2] ページ） 

•電池を交換するとさは、電源を OFF にしてか 
ら行ってください。 

#プ U ンターの動作中（モーターび動いている状 
態）は電池を交換しないでください。誤作動の 
原因となる場合びあります。 


原因 2. 指定似がの AC パワーアダプター 
を使用していまず 

r フジフイルム AO/ くワーアダプター AC- 已 VX 」 を 
ご使用ください。卜14’ 19 ぺージ） 

原因 3. AC パワーアダプターび故障して 
し、る可能性びありまず 

AC パワーアダプターの使用説明書をご確認くだ 
さい。 


I 点滅 



プリンターび故障している可能性び 
ありまず 

富±フイルムサービスステーションにご相談くだ 
さい。（一已7 ページ） 


このぶ5なとをは ••• 


下記項目を点検してち直らない場合は、弊社問い合わせ先にご相 
談ください。（一已6ページ） 


■プリンターびこのよ 3 なとをは… 


このよラなとさは 

考え 5 れる原因 

こラしてください 

フイルムパックび入 
らない、またはス 
ムーズに入らない。 

① プリントしようとし 
ているフイルムパッ 
クびこのプ U ンター 
に適合しない。 

② 入れ方び正しくない。 

① フジフイルム instax 
digital film ( Pivi 専用 
フィルム）を使用しま 
す（他のフィルムは使 
用でさません)。 

(一 18ぺージ） 

② フィルムパックの青 
緑色のマークとプ U 
ンターの位置合わせ 
マーク（青緑色）を 
合わせて入れます。 
(一 22ぺージ） 

POWER ボタンを 
押したびランプち力 
ウンターを点灯しな 
い。 

① 電池び消耗している。 

② 電池の入れ方び間 
县つている。 

③ POWER ボタンを 
押している時間び短 
かった。 

④ AC パワーアダプター 
び正しく接続されて 
ぃなぃ。 

① 新しい電池に交換して 
<ださい。 

(一 18ぺージ） 

② 電池を正しく入れて 
<ださい。 

(一 21ぺージ） 

③ POWER ボタン 
び点灯するまで、 
POWER ボタンを長 
巧し（約1秒間）して 
<ださい。 

④ -1 プ U ンターと正しく 

接続してください。 

④ -2 電源プラグをコン 
セントに正しく差 
し込んでください。 
















































このよラなとさは… 


このよラなとさは 

考え5れる原因 

こラしてください 

送信側の機器から送 
信したび、プリン 
ターと通信しない 
( POWER ボタンも 
点灯していない)。 

① 電源 ON のまま何を操 
作しないで放置してい 
た（電池のみ使用時は 
約3分間、 AC パワー 
アダプター使用時は約 
10分勵。 

② フイルムカウンター 
び" 0" になっている。 

① POWER ボタンを押 
して、電源を入れて 
<ださい。 

② フイルムパックを取 
り出し、新しいフイ 
ルムパックを入れて 
<ださい。 

(一34ぺージ） 

送信は完了したび 
フィルムび出てこな 
い。 

① フィルムパックび 
入っていない。 

② フィルム交換時に 
誤って使用済みフィ 
ルムパックを入れて 
しまっに。 

③ 対応していない画像 
やテキストデータを 
送信した。 

① 新しいフイルムパッ 
クを入れてください。 
(一22ぺージ） 

② 新しいフイルムパッ 
クを入れてください。 
(一22ぺージ） 

③ プ U ント可能な画像 
フオーマットで送信 
して < ださい。 

(一33ぺージ） 

エラーランプび点灯 
(約7秒間）した後、 
電源び切れた。 

極端に寒い、または暑い 
外気によりプ U ンター本 
体の温度び使用範囲 （+ 
5む〜+40で）から外れ 
た。 

プ U ンター本体を体温な 
どで温める、または涼し 
い場所に置いてくださ 
し、。プ U ンター本体の温 
度び使用範囲内になる 
と、エラーび解除され使 
用でさます。 

(一41ぺージ） 
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■ホか線通信中このぶ3なとをは… 


このよラなとさは 

考え5れる原因 

こラしてください 

赤外線送信したび、 
プ U ンターと通信し 
ない （ POWER ボタ 
ンび遅い点滅を始め 
ない)。 

① ご使用の携帯電話び 
本製品に対応してい 
ない。 

② 携帯電話の赤外線 
ポートびプ U ンター 
のホ外線ポートの方 
向に向いていない。 

③ 角度•距離•障害物な 
どにより、正しく通 
信でさなかった。 

④ 赤外線通信に何らか 
の障害び生じた。 

① 携帯電話をご使用の 
場合は、下記 URL か 
ら対応携帯電話機種 
をご確認くださし、。 
http :// pivi.jp (携帯 
電話-パソコンから） 

② お手持ちの携帯電話 
の赤外線ポート位置 
をご確認の上、正し 
い画像送受信範囲で 
再度送信してくださ 
い。 

(一27ぺージ） 

③ 正しい画像送受信範 
囲をご確認の上、再 
度送信してください。 
(一24ぺージ） 

④ 電源を一度日 FF にし 
て、再度電源を入れ 
直してください。 

通信途中で POWER 
ボタンび点滅から点 
灯に変わり、フィル 
ムび出てこない。 

① 携帯電話との通信び 
一定時間中断された 
(角度•距離•障害物な 
どにより正しく通信 
でさなかった)。 

② テレビやビデオのリ 
モコンなど他のホ外 
線通信機器やノイズ 
を発生する機器によ 
り影響を受けた。 

① 正しい画像送受信範 
囲をご確認の上、再 
度送信してください。 
(一24ぺージ） 

② 他の赤外線通信機器 
の影響を受けない場 
所で操作してくださ 
い。 
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このよラなとさは… 


このようなとをは 

考え5れる原因 

こラしてください 

通信途中で POWER 
ボタンび点滅から点 
巧に変わり、フィル 
ムび出てこない。 

③ご使用の携帯電話び 
本製品に対応してい 
ない。 

③携帯電話をご使用の 
場合は、下記 URL か 
ら対応携帯電話機種 
をご確認ください。 
http://pivUp (携帯 
電話.パソコンから） 


■USB 通信中このよ3なとまは… 


このよラなとさは 

考え5れる原因 

こラして<ださい 

デジタルカメラにプ 
U ントメニューび出 
てこない。 

① デジタルカメラび 
PictBridge 対応機種 
でない。 

② デジタルカメラの 
U S 目設定び 
Piet 目 rid 呂 e になって 
いない。 

③ US 目ケーブルび正し 
く接続されていない。 

① PictBrid 旨 e 対応のデ 
ジタルカメラをご使 
用 < ださい。 

② デジタルカメラの 
U S 目設定を 
Piet 巨 rid 呂 e にしてく 
ださい。 

③ US 目ケーブルの接続 
を確認してください。 

PictBrid 呂 e ランプ 
び点巧しない。 

US 目ケーブルび正しく 
接続されていない。 

US 巨ケーブルの接続を 
確認してください。 

なかなかプ U ン 
卜び始まらない 
( POWER ボタンび 
速い点滅を始めな 
ぃ)。 

画像び大さく、デジタル 
カメラからの受信に時間 
びかかっている。 

通信時間を短くするに 
は、ルさい画像サイズで 
の撮影-送信をおすすめ 
します。 

(一32ぺージ） 

通信途中で POWER 
ボタンび点滅から点 
灯に変わり、フィル 
ムび出てこない。 

対応していない機器から 
送信した。 

通信可能な機器から送信 
して < ださい。 



このよラなとさは 

考え5れる原因 

こラしてください 

カメラ側にエラーび 
出る。 

① USB 通信に何らかの 
障害び生じた。 

② プ U ンターの電源び 
入っていない。 

③ フィルムび終わった。 

①デジタルカメラとプ 
U ンターの電源を入 
れ直して < ださい。 
③プ U ンターの電源を 
入れてください。 

③フイルムパックを交 
換してください。 

エラーランプび点滅 
(3 回）した。 

① 通信中にエラーび発 
生した。 

② 送信した画像び対応 
最大画像サィズを超 
えている。 

① 画像をちラー度送信 
して < ださい。 

② 対応最大画像サイズ 
は、「6400 x 6400 
ピクセ J レ」です。 

] 枚ずつ複数回送信し 
たときに、2枚目じ(降 
びプ U ントされない 
( PietBridge ランプ 
び点滅している）。 

送信する間隔び日秒し^内 
だった。 

① REPRINT ボタンを押 
してください。 

② 1枚ずつ送信するとさ 
は、曰秒必上間隔を空 
けて < ださい。 
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このよラなとさは… 


■出来上がつたプリントがこのよ3なとをは… 


このよラなとさは 

考え5れる原因 

こラしてください 

出来上びったプ U ン 
卜の隅び暗い。 

フイルムを使い切る前に 
フイルムパックドアを開 
けたので、フイルムび感 
光した。 

新しいフイルムパックを 
入れてください。 

(一22ぺージ） 

画面にむらびある。 

① 取り出したプリント 
にすぐ圧力び掛かつ 
た。 

② プリントびスムーズ 
に送り出されなかつ 
た。 

① プリントを振る、曲 
げる、折る、押さえる、 
こするなどしないで 
<ださい。 

(一1目ぺージ） 

② フイルム出口をふさ 
びないで < ださい。 

(一33ぺージ） 
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用語の解説 




DPOF : 

Digital Print Order Format (デジタルプ U ントオーダー 
フォー マツ 卜）の略称で、デジタルカメラの自動プ1」ントアウ 
M 青報を記録するフォーマツトです。デジタルカメラで撮影 
した画像の中から、プ U ントしたいコマやその枚数などの指 
定情報を記録するとさの形式です。 

EXIF : 

電子情報技術産業協会 ( JEITA ) で承認されたデジタルスチル 
カメラ用のフルカラー静止画像フォーマツトです。主画像情 
報の他に、撮影曰時や圧縮モードといった撮影時の様々な付 
属情報を含んでいます。 

JPEG : 

画像圧縮の標準化を推進している組織の名称 （Joint 
Photographic Experts Group ) の略で、そこで標準化され 
た「カラー画像を圧縮して保存するためのファイル形式」で 
す。色データを間引くことで圧縮し、圧縮率び高くなるほど 
伸長(画像の復元)したとさの画質は劣化します。 

PictBrid 邑 e : 

プ U ンターとデジタルカメラを直接接続して、デジタルカメ 
ラで撮影した画像をパソコンを使わずにプ U ントでさる標準 
規格です。 

ピクセル： 

デジタル画像の大ささを表す単位です。デジタル画像は点を 
たくさん並べて一枚の画像を表現しています。その画像を構 
成する点（画素）を最小単位としたわのです。 

画像サイズ： 

画像を構成する点（画素）の数によって、画像の大ささを「縦 
X 横」の数値で表したちのです。単位にはピクセルを使います。 

ファイルサイズ: 

；画像を構成する点（画素）の総量です。単位にはキ□バイト 
( KB ) やメガバイト （ MB ) を使います。 
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主な仕様 


使用フィルム 

フジフイルム instax digital film ( Pivi 専用フィ 
ルム） 

プリント画面サイズ 

目 I X 4 目 mm (フィルムサイズ8目 X 己 4 mm ) 

表示 

フィルムカウンター（残数表示） 

電源 （ POWER ボタン） 

ERROR ランプ 

LOW BATTERY ランプ 

SHARPEN ランプ 

DATE ランプ 
円 ctBridge ランプ 

操作ボタン 

POWER ボタン（電源） 

REPRINT ボタン（最後の画像を再プ U ント） 
SHARPEN ボタン ( SHARPEN モード/画像補正） 
DATE ボタン （ DATE モード/日付プリント） 

インターフェース 

lrDA ( lrSimple / F 旧、 SIR ) 

USB ( PictBridge ) 

記録方式 

液晶シャツターによる3色 （ RGB ) LED 露光方式 

プリント階調 

RGB 各色2己目階調 

プリント可能 
画像フォーマット 

JPEG 

プリント可能 
画像サイズ 

60 X 60〜6400 X 6400ピクセル 

プリント可能 
最大データ容量 

IrDA ( F 旧、 S 旧/ IrSimple の Bi - Directional モード） 
および US 目：制限なし 

lrDA ( FIRr ® lrSimpleShot): I Mbyte まで轉） 

画像補正機能 

Image Intelli 呂 enceTM 

SHARPEN モード 

画像書さ込み時間 

画像データ受信完了後、書さ込みから送り出し 
まで約20秒(標準 VGA 画像使用時） 


プリント可能枚数 

ホが線通信のみ使用時；約 I 0□枚（当社試験条件 
にぶる） 

円 ctBridge 通信のみ使用時：約70枚（当社試験 
条件による） 

電源 

U チウム電池 CR 2 2本 

AC パワーアダプター(別売： AC - 已 VX ) 

消費電力 

3.0 W (プ U ント時） 

オートパワーオフ時 

電源に電池使用時； 3分 

間 

電源に AC パワーアダプター使用時；10分 

動作温度 

+己む〜+40む（結露のないこと） 

大ささ 

14目 xl 02 x 29 mm 

本体質量 

(電池•フイルム別） 

22已呂 


《 SIR での IrSimpleSh 加ま、非対応。 

♦仕様-性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 
使用説明書の記載の誤りなどについての補償はご容赦ください。 
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主な仕様 


-Mobile Printing Ready" モバイルプリント巧応"製品について一 

この "モバイルプ U ント対応"製品は、携帯電話からのプ U ントをより容 
易にすることを目的に、 Mobile Imaging and Printing Consortium 
(MIPC) の設計ガイドライン Ver2.0(PictBricl 呂 e，IrDA) におって設計さ 
れています。 

MIPC (Mobile Imaging and Printing Cons 日 rtium) とは 
主要な携帯電話とプ U ンターのメーカーにより、2004年に設立され 
た非営利団体です。設立の主な目的は、携帯電話からプ U ンターに画像 
やその他のコンテンツをプ U ントする場合の互換性を実現するための設 
計ガイドラインを提案することです。このガイドラインは携帯電話ユー 
ヴー向けのを様な製品やサービスに対して、グ□ーバルに普及していま 
す。ホームぺージ： www.mobileprinting.org 


本製品は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基 
づ<クラス巨情報技術装置です。本製品は、家庭環境で使用することを 
目的としていますび、本製品びラジオやテレビジョン受信機に近接して 
使用されると、受信障害を引さ起こすことびあります。使用説明書に 
従って正しい取り扱いをしてください。 
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ア フターヴー ビスについて 


お手持ちの製品び故障した場合には、次の要領で修理させていた 
だをまず。お買上げ店または富±フイルムサービスステーション 
に直接お申し出ください。それ似がの責は、ご容赦いただきまず。 
なお、保証•使い方などのご不明な点につをましても、お近くの 
富±フイルムサービスステーションにお問い合わせください。（一 
曰7ページ） 

>化料 f 彦王串 

故障した製品についてはお買上げ曰-お買上げ店名の記入され 
た、お買上げ曰より]年内の保証書び添付されている場合に 
は、製品保証規定に記載されている内容の範囲内で無料修理さ 
せていたださます。 

* 詳しくは、製品保証規定をご覧ください。（一己8ページ） 


♦有料修理 

保証期間を過ぎた修理は、原則として有料となります。保証期 

間内であっても、下記のような場合はすべて有料となります。 

また運賃諸掛かりは、お客様にてご負担願います。 

1 . 修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のないちの。 

2. 保証書にお買上げ曰、お買上げ店名び記入されていない場合、 
または記載事項び改ざんされた場合。 

3. 富±フイルムサービスステーション1；(外で分解、修理された 
ちの。 

4. 乂災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。 

己お取扱上の不を意（使用説明書1；(外の誤操作、落下、衝撃、 
水掛かり、砂-ミ尼の付着、プ U ンター内部へのか•砂-ミ尼の 
入り込みなど)、保管上の不備（高温多湿やナフタ U ン、しよ 
ラのラの入った場所での保管)、お手入れの不備（かび発生な 
ど）により生じた故障。 

6. 前記外で弊社の責に帰すことのでさない原因により生じた 
故障。 

7. 各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼されたちの。 










アフターサービスについて 


♦修理不能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひど<、故障前の性能 
に復元でさないと思われるちの、および部品の手当び困難なち 
のなどは修理でさない場合ちありますので、お近くの富±フイ 
ルムサービスステーションにお問い合わせください。 

♦修理部品の保有期間 

本製品の補修用部品は、製造打ち切り後己年を目安に保有して 
おりますので、この期間中は原則として修理をお引さ受けいた 
します。なお、部品保有期間終了後でも修理でさる場合もあり 
ますので、詳しくはお買上げ店かお近くの富±フイルムヴービ 
スステーションにお問い合わせください。 

♦ 修理ご依頼に際してのごま意 

1. 保証規定による修理をお申し出になる場合には、必ず保証書 
を添えてください。 

2. お買上げ店や富±フイルムサービスステーションで、ご指定 
の修理箇所、故障内容を詳しくご説明ください。故障の状態 
によっては、事故となったフィルムなどを添えてくださると 
修理作業の参考になります。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、弊社では各部点検をはじめ 
品質、性能上必要と思われるすべての箇所を修理しますので、 
料金び高くなることびあります。 

4. 修理料金び高<見込まれる修理のとさは「〇〇〇〇円上は 
連絡してほしい」と金額をご指定ください。ご指定のないと 
さは7,日日日円！;(内の料金で修理完了する場合は修理をすす 
めさせていたださます。 

已.修理に関係のない付属品劇ま、紛失などの事故を避けるため、 
修理品から取り外してお手をとに保管してください。 

6. 修理のために製品を郵送される場合は、お買上げ時の外箱な 
ど ( こ入れてしっかり包装し、必ず書留ノ」\包でお送りください。 


7. 修理期間は故障内容により多少違いますび、富±フイルム 
サービスステーシヨンでお預かりしてから通常7〜1日曰位 
をご予定ください。 

♦海が旅行中の故障 

本製品の保証書は国内に限り有効です。万一、海外旅行中に故 
障や不具合び生じた場合は、持ち帰った後、国内の富±フイル 
ムサービスステー シヨ ンにお問い合わせください。 
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Ba い合わせ先 


本製品のお問い合わせ先 


PI ヴポートセンター 

TEL 042-481-1697 


固定の一般電話からはこち5もご利用いただけます。 

ナビタイヤ J レ; H 〇已70-00-1080 

* 全国どこからでも市内通話料金でかけることができます。 
* 携帯電話、 PHS などからはご利用いただけません。 


受付時間：月曜曰〜金曜曰午前 9: 日〇〜午後已 :40 
(±曰祝祭日、年末年始、夏期休暇を除 <) 


♦本製品の関連情報については、下記サイトをご覧ください。 

携帯電話からもパソコンからも- http :// pivi.jp 

♦富±フイルム製品のお問いをわせ先 

お客様コミュニケーシヨンセンタ —— TEL (03) 3406-2981 
(月曜日〜金曜日午前9 : 3日〜午後已：日日） 
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修理の受付窓 □ 

ネし幌 富±フイルムサ-ピスステ-シヨン 
TEL (011) 222-3973 

干 060 -0002 
札幌市中央区化 2 菜西 4-2 
札幌兰井ビル別館 

名ち屋 富±フイルムサ-ヒ''スステ-シヨン 
TEL (052) 202 -18 己] 

干 460-0008 

名ち屋市中区栄 1-12-1 9 

仙台 富±フイルムサ-ピスステ-シヨン 
TEL (022) 26 己- 2] 49 
干 980-08 ]] 

仙台市青葉区一番町 4-6-1 
仙台第一生命タワービル 

大阪 富±フイルムサ-ピスステ-シヨン 
TEL (06) 6260 -09] 己 
〒己 41- 日日己] 

大阪市中央区備後町 3-2-8 
大阪長谷ビル 

東京 富±フイルムサ-ピスステ-シヨン 
TEL (03) 3436-13] 已 
干] 0 己- 0022 
東京都港区海岸]- 9-1 己 
竹芝ビル 

福岡 富±フイルムサ-ヒ''スステ-シヨン 
TEL (092) 281-4863 

干 8]2-00]8 
福岡市博多区住吉 3-1 -] 


曙、日曜、祝曰、年末年始は休業させていたださます。 
その他夏期等休業させていただく場合びあります。 


♦東京、大阪、名ち屋：富±フイルムサービスステーションは、通常 
の±曜日（祝日、年末年始 iU 外）は午前1日：日〇〜午後己；日日の間で 
営業しております。ただし、受け渡し業務のみとなります。 
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製品保証規定 


1保証の内容 

ご購入後1年 I ソ内に万一本製品び故障したとさは、本説明書の 
裏表紙にある保証書を添えて、お買上げ店または弊社サービス 
ステーションにお届けください。無料で修理いたします。なお、 
お届けいただく際の運賃などの諸費用は、お客様にてご負担願 
います。また、お買上げ店と弊社間の運賃諸掛かりにつさまし 
ては、通常の輸送ち法と異なる方法をとった場合（定期便外 
を使用した場合）は一部ご負担いただく場合びあります。 

2. 次の場合は保証期間内でも、上記 1. の保証規定は適用されませ 
ん（修理可能の場台は有料で修理をお引き受けします)。 

イ.修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のないちの。 

□. 保証書にお買上げ曰、お買上げ店名び記入されていない場 
合、または記載事項を改ざんされた場合。 

ノ V . 富±フイルムサービスステーション外で分解、修理され 
たちの。 

二.乂災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。 

ホ.お取扱上の不注意（使用説明書外の誤操作、落下、衝撃、 
水掛かり、砂-ミ尼の付着、プ IJ ンター内部への水•砂-ミ尼の 
入り込みなど)、保管上の不備（高温多湿やナフタ U ン、しよ 
ラのラの入った場所での保管)、お手入れの不備（かび発生 
など）により生じた故障。 

へ本体に付帯している付属品類および消耗品（電池類など)。 

卜.前記外で弊社の責に帰すことのでさない原因により生じ 
た故障。 

チ.各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼されたもの。 

3. 本製品に対する保証は前記の節囲に限5れます。本製品の故障 
に起因する付随的損害（プリントに要した諸費用、プリントに 
よって得るであろラ利益の損失、精神的な損害など）の補償に 
は応じかねます。 


5公4.本保証書は、日本国内に限り有効です。 


• 本保証書は、前記の保証規定により無料修理をお約束するちの 
で、これにより弊社およびそれ I ソ外の事業者に対するお客様の 
法律上の権利を制限するものではありません。 

• 本保証書の表示についてご不明な点は、弊社問い合わせ先へご 
相談ください。 

•弊社の修理完了品には弊社の修理伝票び添付されております。 
修理の内容は、修理品お受け取りの際、修理報告書などでご確 

巧くだ六い 

• 本保証書は紛失されても再発行いたしません。 


富±写真フイルム株式会社 
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